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西海市総合教育会議 議事録 

 

招集年月日 平成２９年１０月２４日 

招集の場所 大瀬戸コミュニティセンター ２階第１会議室 

開会及び閉会 
平成２９年１０月２４日（火）開会 午後１時 00分 

              閉会 午後２時 50分 

会議構成員の

氏名及び出欠

の状況 

市 長 杉澤 泰彦 出 席 

教育長 中小路 和久 出 席 

教育長職務代理者 北島 淳朗 出 席 

教育委員  川南 まつみ 出 席 

教育委員  寺本  温 出 席 

教育委員  福田 郁代 出 席 

職務のため出席した者

の職氏名 

教 育 次 長 中島 義則 

教育総務課長  田口 春樹 

学校教育課長  大坪 広弥 

社会教育課長  山本 誠治 

総  務  部  長 冨永 敬二 

総 務 課 長 山添 秀士 

総務課行政班長 林  浩之 
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会議に付され

た事件及び内

容 

第２次西海市教育大綱の確認について 

基本政策２「いつでもどこでも学べる生涯学習の推進」について 

基本政策３「市民総ぐるみで取り組む教育力の向上」 

その他 

会議の経過及び結果 

 

総務課長 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

（開会） 

開会に当たりまして、杉澤市長より開会のご挨拶をお願いします。 

 

 皆様、こんにちは。開会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げま

す。 

 教育委員皆様方にはお忙しい中お集まりいただき誠にありがとうござい

ます。 

 皆様には、日頃から本市の教育振興に御尽力を賜り、重ねて感謝申し上

げます。 

 前回７月の総合教育会議では、「第２次西海市教育大綱の確認について」

ということで、皆様方と確認を行ったところでございます。私も、この教

育問題につきましては、まちづくりの基本ということで、「人づくり」こ

そが「まちづくり」だと思っております。 

教育というのは長い目で見れば大きな力になるものですし、未来につな

がる先行投資ということで、本腰を入れてやっていかないといけない課題

だと思っております。 

 今ちょうど、平成３０年度の当初予算編成作業をやっている最中でござ

います。教育環境の整備や学力向上につながる予算になるよう努力してい

きます。 

 それでは、本日の第２回総合教育会議は前回同様、「第２次西海市教育

大綱の確認について」ということで、皆様と一緒に協議を重ねて参りたい

と思っております。 

皆様から忌憚のない意見を頂き、共通認識を持って取り組んで行きたい

と思っておりますので、どうか今日はよろしくお願いいたします。 

 

 市長ありがとうございました。それでは早速議事の方に移らせていただ
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社会教育課長 

 

市長 

 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

きますが、ここから先の進行につきましては杉澤市長の方にお願いしたい

と思います。 

それでは市長よろしくお願いいたします。 

 

 ここから私の方で進行させていただきます。 

 本日は教育委員会より、第２次西海市教育大綱の基本政策２「いつでも

どこでも学べる生涯学習の推進」及び基本政策３「市民総ぐるみで取り組

む教育力の向上」の協議事項をいただいております。 

 まず、基本政策２の方からですけれども、社会教育課から説明をお願い

したいと思います。 

 

（基本政策２の協議事項の内容説明） 

 

 説明が終わりましたけれども、これから皆様意見交換をしていきたいと

思っております。公民館活動の説明の中で委員の皆様方、何かご意見等ご

ざいますでしょうか。 

  

 意見というより今の現状というか、課題を協議していった方がよいのか

なと思っております。 

 資料２を見ていただきますと、公民館活動に対する施策としては、校区

公民館を各校区ごとに設置するといったところからスタートした訳です

が、ご覧いただくように旧町ごとの地域性というか、あるいはこれまでの

活動の流れ、あるいは現状におけるまとまりという中で、ある所は校区で

あったり、ある所は公立であったり、また西海町でいうと校区や公立公民

館がなかったりといったような地区ごとの差異が生じているところであり

ます。 

 この辺りが行政としても市としても、今後足並みを揃えていくことも必

要なんじゃないかなと感じております。 

 

 社会教育課長にお聞きしますけど、西海町には校区や公立公民館がなく、

自治公民館だけでやっている訳ですが、このように校区や公立公民館の下

に自治公民館がある地区と、西海町のように当然歴史や文化が違うと思う

んですが、自治公民館だけの場合とでは、私はよく知らないんですけど西

海町の場合はよく自分達の地域というものを自分達の力でやっていこうと

いう姿勢が見えるわけですよね。 

そして老人会や自治会もしっかり連携しているわけですね。公民館活動

と老人会活動と自治会活動がいい意味でしっかりまとまっていると思って

おります。 
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市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それで地元の崎戸町はどうかといいますと、校区公民館、そして地区公

民館という形の公民館活動を行っており、当然その活動内容というのも違

いがあると思うんですけど、社会教育課長から見て、どういうところが違

うというふうに思いますか。 

 

 西海地区につきましては、市長がおっしゃられたとおり、それぞれの自

治公民館が運動会であったり学習活動、加えて敬老事業といったものを、

それぞれが独自に活動されている状況でございます。 

 社会教育課としても、過去に校区公民館の投げかけといいますか相談を

したことがあっておりますが、新たに設置するというところまでは至らな

かったという話は聞いております。 

 本来なら各地区に中央公民館的なものが、それぞれに建物はございます

ので、そこに公民館組織を立ち上げて活動ができればと思いますが、先ほ

ども申し上げましたように、それぞれの地区の伝統というのがありますの

で、そこの方向性というのが見出せないというのが現状でございます。 

 

この図を見てですね、私は運動会とか敬老会とか案内を受けてあちこち

見てきて一つの共通性というのが見えてきたんですけれども、運動会を例

にとりますと、例えば崎戸地区は崎戸町全体でやっております。大島町も

公立公民館が全体を網羅しているとうことで、町全体で行っております。

郷の方でもやってるんですかね。 

 

まあ何年かに１度とかいう形で郷でもやっているところはありますが、

大島町全体という形で今年も今月８日に行っております。崎戸もそういう

形でやっていると聞きました。 

 

 はい、そうですね。崎戸も１つの運動会でやっております。 

 西海町は郷で運動会も敬老会もやっておりまして、大瀬戸町でみたら公

立公民館単位で大きな運動会をやっております。 

 どっちがいいのかというのは一概には言えないんですけれども、それぞ

れ味があります。 

ただ今後、少子化・高齢化が進んでいく中での公民館活動というものを

どういうふうに捉えていくのかというのが一つ課題になっていくと思いま

す。というのが一つは西彼町なんですが、小さな集落がありますよね。例

えば平原自治公民館というのがありますけれども、ここは敬老会が２年に

１回しか行われていないということで、地域力がけっして落ちているとい

うことではないんでしょうけれども、このあたりどうやって地域づくりを

していけばいいのかなと思うわけですけれども、このあたり意見があった
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○○委員 
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○○委員 

市長 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らお願いしたいと思います。 

 

いいですか。 

はいどうぞ。 

市長がおっしゃられるように、人口減少時代の中で、コミュニティとい

うのをどうやって作っていくのかというのは重要な問題で、今日のテーマ

であります生涯学習のみならずですね、福祉の観点からもそういったこと

は地域包括ケアと言ってますんで非常に重要な中で、お隣の佐世保市が地

区協議会というものの設立を今進めておられます。 

 長崎市では、今年から茂木地区でもスタートしたということですが、こ

れは公民館活動を中心にしながら、そこに学校やＰＴＡや、あるいは青少

年の育成会とか老人会、婦人会などあらゆる団体が、その地区というもの

をまとまりの中で横に連携しようと、そういったことで地域の力をまとま

りを設けつくっていこうとする。 

そのことによって、生涯学習という観点でもそうでしょうし、青少年育

成という観点でも、また福祉の推進ということでも、地域をベースにまず

やっていこうということで設立を進めておられると、まだ完全には至って

ないと聞いておりますけど、そういったことも西海市の中でも進めていっ

ていいんではないかという参考例なんですけれども。 

 市長さんはその辺りはどうお考えですか。 

 

 はい。そのとおりだと思いますね。ただ、その小集落もやってると思う

んですね。ただその横の連携はやってると思うんですけれども人力が足り

ないところが出て来てると思うんですよね。そういったところをどうやっ

ていけばいいのかなと思うんですけれども。 

  

いいですか。 

 はいどうぞ。 

 私は自治公民館として合併前からあるものが、箱物を中心に発想がされ

てきた。そういう中で今日もお聞きしている中に、法事とかそういう場で

しか見てないっていう、それこそ地域住民で何かを公民館中心でしようと

いうものがない。過疎化や高齢化でできない部分、先程市長さんが言われ

たような、そういうものがある。それは僕は集会所という形で大いに利用

したらいいと思いますけど、郷の公民館でも熱心にやれているところもあ

るけれども、郷だけでは取り組めない、熱心に今までの事業はしてても、

例えば環境のことを今までよりももっと学びましょうってことは一つの自

治公民館では厳しいのかなと思うので、そこらへん橋渡しして、コーディ

ネートして、自分のとこでできることと、もう少し枠を広げてできること
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社会教育課長 

 

 

 

 

を整理することも大切なのかなと思ってます。 

 

 そうですね。人口減少が進んでいけば一つの集落、一つの自治公民館単

位では完結できないという部分がありますので、○○委員が言われました

けれども、地域間の連携というのもこれからは必要になってくるのかなと

思っております。 

ただ、そうなった場合は、その世話人の確保というのがなかなか難しい

ことになってくると思うんですが、過度に特定の人に負担がかかっていく

ということも結構あるんじゃないかなと思うんですけれども、そういうも

のを、じゃあ行政がどのようなかかわりをしていくのかということを考え

ることが必要になってくると私は個人的に思ってるんですが。 

 そういうことで教育委員さんの考えを聞かせていただければと思いま

す。 

 

今○○委員さんからも意見があったように、コーディネーターを養成す

るというところから公民館活動の活発化のためには必要じゃないかなと思

います。 

 市でまず何人かを養成して、そのコーディネーターを各地区の自治公民

館で今までやってたような活動が続けられるような形がとれるようにすべ

きで、公民館活動を活発にしようとか言ってもなかなか、今市長もおっし

ゃられたように高齢化だったり、人が少なくなってきたりして、今までで

きてたことができなくなるということですから、どうにかして活動を続け

ていこうとすれば、それをコーディネートする人が必要じゃないかと思い

ます。 

 まずはコーディネーターの育成が必要になってくると思います。 

 そのコーディネーターがいろんな地区に出向いて地区の要望なり、市と

しての活動推進のためのバックアップをしていけるような活動のあり方を

考えていくことはとても大事だと思います。 

 

ありがとうございました。○○委員からも、公民館をコーディネートし

ていけるような形になった方がいいんじゃないかとご意見がでましたけれ

ども、そういう点で社会教育課長はどういう考え方を持ってますか。 

 

コーディネーターになるにふさわしい人を考えた場合に、これまでそれ

ぞれ旧町で職員がおりますので、例えば総合支所を経験されたことがある

職員、特に長く経験された職員であれば、地域の特性だとか、またはその

地域への人脈も相当お持ちであると思いますので、そういった人材の活用

ができれば、そういった方をコーディネーターとしてまず養成して、そう
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市長 

 

○○委員 

いった方に将来的には専任の館長、または主事とかいった形で支えるよう

な、できましたら通常的には週３～４日勤務できるような形が１番ですね。 

 まずは公民館という施設が誰でも相談に来やすい施設であって欲しいと

思います。そのためには当然日常的にですね人がいて交われる施設を目指

すことが必要なんじゃないかなと思っております。 

 

総合支所の経験者ということで一つの例を挙げられたわけですけど、○

○委員さんは、例えば八木原地区にそういう人がいたとして、小迎地区と

を横につなげる役割の人のことをおっしゃられたと思うんですが、そうい

う話の要請というのは今後考えていかないといけないんじゃないかと思う

わけですけれども、そういうのはどうでしょうか。 

 

 それぞれ旧５町ありますので、それぞれ地区にコーディネーターを配置

するという計画・判断いただければですね、私たちもその部分については

真剣に考えていきます。 

 

 他に何かありませんか。 

 ちょっとよろしいですか。 

 はいどうぞ。 

 今議論に出ているところなんですけれども、まさにその人材がいない時

代だからということなんですけれども、人がいればそれぞれの活動の塊ご

とにリーダーがいらっしゃると思うんですけれども、今の現状でいうと、

先程市長が言われたように同じ人に重なってとかですね、あるいはそれぞ

れの活動に重なりあってとかいったようなことが、もう現状だと思うんで

すよ。そういった意味で先程地区協議会的な例を出させていただいたわけ

ですけれども、同時に学校の方では、コミュニティスクール化というのが

今後進んでいくわけです。そこには当然学校を中心とした中にも、地域の

関わりをもって、今までよりも地域寄りの、学校を中心としたコミュニテ

ィをつくっていこうといったような動きを県としても取り組んでるわけで

すけれども、そういった意味で地域と学校の関わりを持つことによって、

地区単位のコーディネーターということもまた育成できていくのかなと考

えます。 

 言いたいのは、コミュニティスクールと地域とが、どういうふうに地域

づくりしていくのかなということです。 

 

 今○○委員さんが言われた地域というのはどういう形のものですか。 

 

 例えば自治公民館は郷単位ですよね。基本的には郷がいくつか集まって
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大坪課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区を成していると思うんですよね。今西海市の中でも、適正配置という

中で校区も少しずつ変わってきています。そういう意味では郷という単位

で動けるところもあれば、いくつかの郷がまとまらないと機能しないとこ

ろがある。要はその地域機能という分で、どの単位なのかっていうのを、

それぞれ地域ごとに考えていかないといけない時代なのかなというふうに

は思いますね。 

 

 もう一つ社会教育課長にお聞きしたいんですが、私が言わんとしている

ことは、今、一つの郷でやれないことが出てきている。そこに横串差すよ

うなコーディネーターが欲しいということなんですね。そういう時期に来

ているんじゃなかろうかということですね。 

これははっきり言って行政側の関わりがないと難しいんじゃないかなと

いう思いがするんですけれども、そういう意味でコーディネーターの育成

にどういう支援やっていけるのかというのが今後の公民館活動の大きな課

題ではないかなと思いますが、そのあたりはどうですか。 

 

ちょっとその前に、今の話でいくと、西海町のですね太田和・中浦・七

釜・白岳という自治公民館の塊がありますよね。これが大坪課長、だいた

い西海小学校の校区になりますかね。 

 

そうですね。 

 

そうしますと、ここが一つのコミュニティスクールと考えられていくと、

一つの大きな塊が機能としてもここに出てくる、というようなコミュニテ

ィスクールとの連携というのが一つのイメージですね。 

 ここで大坪課長に質問ですけど、コミュニティスクール化を進めていく

うえで、当然そういったコーディネーター機能といったものは、その中に

設けるような形になっていくわけですかね。 

 

 はい。よろしいでしょうか。 

 今、コーディネーターの話が出ているわけですけれども、学校にも学校

コーディネーターというのを置きまして、コミュニティスクールの円滑な

関わりというのをつくっていこうとしてるんですけど、やはり学校がいろ

んな地域の人のお力を借りる場合に、学校から地域へお願いする方法とか、

また、地域が学校への関わり方を求める場合にどういう風な対応の仕方を

とったらいいのか、どういう手順を踏んだらいいのか、なかなかそこらへ

んがわからないことがありまして、そこらへんの間を上手にとってくれる

のが地域コーディネーターと学校が配置する学校コーディネーターであり
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ますので、十分に対応していくとコミュニティスクールがうまく進んでい

くと思っております。 

 

他に何かご意見はないですか。 

 

個人的なことを言って申しわけないんですけど、公民館がないところに

住んでおりますので、地域の課題となっておりまして、公民館を造ろうか、

どうしようかということで、今ちょっと頓挫している状態にあります。補

助金が出るとは言え、出す分がありますので、それこそ少子高齢化で、い

くらかの積立金はあるんですが、とてもとても間に合わない、もし造った

として維持費がかかるであろうから、１０年・２０年先の人口を考えると、

それこそ年金ぐらしばかりになってしまう地区なんですね。 

それはさておきまして、常勤３～４日なりとも館長さんや主事を配置す

るのが、経済的なことを考えたときに、そういうことができるのかなあと

思ったりするんですけど、私はこの表を見た時にですね、今は下から上に

人が相談に来るのを待っているじゃないですか。じゃなくて一番大事なの

は自治公民館じゃないですか。人づくりをして、地域を支えてということ

になれば、一番自治公民館というのが、誰が学ぶかといえば、子ども達は

放課後学習とかあるじゃないですか。 

おそらく高齢者の居場所としての役割が一番大きいんだと思います。た

だし、高齢者は車を動かせる人はいいですが、車がない人のことを考える

と、やっぱり近い自治公民館というのが人づくりをするのには一番いいん

じゃないかなと思います。 

 なのでコーディネーターが自治公民館に出向いていくというのがいいと

思います。 

 

他に何かありませんか。 

 

 逆の視点なんですけど、私小迎に住んでるんですけど、小迎地区は公民

館活動が活発なのかなあと考えたら、非常に？なんですけど、一つは外か

ら入ってこられる方が非常に多い地区でもありますし、私が住んでいると

ころは西海市報さえも届かないんですよ。そういう塊が全然できていない

ところもあったりとかして、均衡な市政の振興というのを考えたときにで

すね、そういった地域の中でもどうやって繋がりをつくっていくのか、こ

れはもう防災とかですね、いざという有事の時に際して繋がりがないと非

常に脆弱ですよね。 

 そういった意味でも逆に、今話題に上がっていた絆があったところをど

うするかということもそうですが、絆がないところをどうするかという地
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市長 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

域も、たまたま小迎というところを例に出しましたけれども、そういった

課題もあるのかなと思いました。 

 

小迎地区については、自治会組織に加入していない人がたくさんいらっ

しゃると聞いております。そういう方には配布をしないわけですよね。加

入してない方には市が単独で配布していると理解していますが。 

 

基本的には各行政区長さんの方には、お願いする業務の中に市報の配布

というのが当然入ってるんですけど、行政区長さんイコール自治会長さん

ということもあってですね、そこのご判断で自治会に加入されていない方

には配布をしていないという実態も確かにございます。 

それをカバーする意味でですね、市内の拠点拠点に広報誌を配置をしま

して、ご自由にお取りくださいという形でカバーしている部分も現在あり

ます。 

 

 自治会に加入されていない方には、市の方が直接配っている実態という

のはないんですね。 

 

 市の方から配っているのではなくて、コンビニとか、そういった場所に

市報を置きまして、今の広報のスタンスからすれば、いろんな場所に配置

して不便がないようにお配りしているというスタンスでいるみたいです。 

 ただ自宅に届かないというのは、今○○委員さんが言われたように、自

治会イコール行政区ではないのですが、兼ねているので行政区長さんが自

治会に加入している方の分だけ配っているという状況にあるので、たまに

届かないという問い合わせがあった場合は、市内の拠点箇所に置いてあり

ますのでご容赦くださいということでお願いしている状況にあります。 

 

 教育長は生涯学習についてどうお考えでしょうか。 

 

 まずひとつ大事なのは、私たち教育委員会が骨格というか、こうしたい

というのがあやふやだと思うんですね。どういうふうな理想の形に持って

行きたいかというのが。それを持つとともに、さっきから出てる「人」、

実現するには人がいりますので、コーディネーターで言えば、私の意見で

あれば、中央公民館にまず１人ぐらいずついるのかなと思うところと、資

料の中にもあったんですけど、最前線と言う言葉があったんですけど、最

前線はさっきから話にでている自治公民館なんで、これの活用ですね。学

校については、学校がいかに地域とか公民館に出ていくかということがポ

イントだと思うんですよね。 
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社会教育課長 

 

市長 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

こんなたくさん建物もあるし、家からも近い、学校からも近いので、学

校を絡めることによって、自治公民館の活性化に繋げられるし、地区協議

会との関わりも含めて教育委員会がしっかりした考えを今後固めていきた

いと考えております。 

 

 今日の最後のまとめみたいになってしまいました。 

 

 ひとつよろしいですか。市長さんが出席される総合教育会議というのは、

教育だけの議論だけでなくて、市政全般に関わることだと思いますので、

もう一度福祉的観点というのと自治会活動というのをお話させていただき

たいんですけど、平成２２年だったと思うんですけど、第１期の福祉計画

が出来まして、その時に国が申されてる地域包括ケアシステムより先に西

海市の場合は、地域ケアシステムというものを、そこに既に記載してたん

ですね。それのまず基本というのが自治会活動だったんです。その自治会

の中でいろんな情報をキャッチできるだろうと、介護の問題であっても、

教育振興の問題であっても、そこで専門職を行政が派遣しながら問題を解

決していくしくみをつくろうというのを福祉計画の中に書いてあります。

そういう意味では本当にその自治会活動というのは、教育だけではなくて、

コミュニティ機能というには非常に重要なことだと思いますので、ぜひ多

面的な方向性でもって、今後自治公民館活動を含めた自治をどう創ってい

くのかというのをご検討いただければ有難いなと思っております。 

 

まだ、いろいろご意見があろうかと思いますが、次に基本政策３の説明

をお願いしたいと思います。 

 

（基本政策３の協議事項の内容説明） 

 

担当課から説明がありましたが、何かご意見はございませんでしょうか。 

 

保護者への家庭教育の支援、家庭教育力の向上ということで、非常に私

は大切なことだと思うんですけど、本当に受けてもらいたい人は来ないん

ですよ。一生懸命家庭の中でやっている人が来るという、そこがちょっと

ジレンマが、現場を見てても感じるんですね。人数はそこそこ集まれば会

になっていきますけど、そこらへん考えていかないといけないのかなと思

うんですけど。 

 

よろしいですか。なかなか教育委員会の場でもＰＴＡに関して議論の場

が及ぶことがなくて、この場でちょっと山本課長に質問ですけど、今ＰＴ



 

 - 12 - 

 

 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ活動自体が不要論があったり、あるいは形骸化されているといった社会

的な課題でよく論じられているわけですけど、地域的に西海市の場合、Ｐ

ＴＡ活動というのは相対的に見ていかがでしょうか。 

 

私もＰＴＡの総会に出席し、夏場にはスポーツ交流会といったものに参

加させていただきましたが、私の見た感じで申し上げますと、現在市のＰ

ＴＡ連合会の方には事務局の職員を非常勤ではございますが西海公民館の

方にですね事務局の部屋を提供しております。 

そこで通常であれば午後から出勤されてとかですね、そういった形でＰ

ＴＡの連絡調整であったり、資料の準備であったりとか支援を行なってお

ります。この中には運営補助金とか各種県大会であったりとか九州ＰＴＡ

大会の研修旅費の支援を行っております。 

九州ＰＴＡや県大会には積極的に参加していただいておりますし、私が

総会に行く中でも和やかな雰囲気の中で行われておりますし、それぞれの

役員さんかなり熱心に取り組まれているようであります。 

 

ありがとうございます。学力テストと合わせて行われる家庭教育のアン

ケートでは、西海市は他の地域と比べて比較的環境というのはよろしいの

かなと思うんですけれども、今は共働き世帯がかなり増えてきてまして、

子どもは、おじいちゃんおばあちゃんに預けられるところは、まあそうい

う形でもいいんでしょうけど、子どもにとっての環境自体が非常に危惧さ

れているんではないかと思います。 

 

関連して、地域の子どもは地域で育てるというのは非常に大切なことで

す。西海市はまだそういう部分が残っていると思うんですけど、ただそれ

でも、よその子を叱ることがだんだん難しい、日本全国そうですけど、そ

ういう風潮になってきてるんじゃないかと思います。 

でも、西海市は登下校含め地域の人たちが見守ったり、畑のことを教え

てくれる人がいたり、西海市はまだまだ捨てたもんじゃないなと思ってお

ります。 

以前、私が教育委員長をさせていただいている時に、県の教育委員会が

巡回で来られた時に、いろんなデータを持っておられたんですが、地域と

学校の子どもたちの関係が他と比べて良好です。家庭内でも親子関係、家

族の関係もよそと比べてずっと良好です。ただ一つ家庭内学習の時間がよ

そと比べると非常に短い。学力向上ということも非常に大事なことだと思

うんですけれども、その時こういうことを県の教育委員の方に申し上げた

んですね。 

なぜ、そういうよそと比べて学力がちょっと劣ってても、良好な部分が
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市長 

 

 

 

 

 

いっぱいあるかといったら、やっぱり一緒に食事をしていると。夕食をで

すね。だから、そこで一緒にテレビを見て、その後それについて一緒に語

ったりしている。そこで人間関係が構築されている。県の方は学力を手に

いれれば両方できていいんじゃないですかと言ってましたが、よくわかる

けどそこは焦らないでくださいと言いました。 

ごはんをそれぞれお父さんが遅いからと、僕も塾があるから、勉強した

いからと言って、それぞれ違った環境でご飯を食べて、そして自分の部屋

に入って勉強をすれば点数は上がるかもしれない。けれども、これまで大

切にしてきたものがそこで一気に崩れてしまうと、だからそこを大切にし

ながら、学力向上を進めていかないと、地域も家庭も人間関係というもの

が、せっかく培った宝が失われていくんじゃないかと思います。 

 

今○○委員が言われたご飯を一緒に食べるということは非常に大事なこ

とだと思います。じゃあその環境はどうやってつくっていけばいいのか。

その主体は親だと思うんですね。今日はまさにそういうところを協議しよ

うと思います。 

何か皆さんからこういった時間をつくったらどうかといった提言はない

でしょうか。 

 

やっぱり子は親を見て育つわけですから、親の生き方なりと思うんです

ね。親自身が地域に関わるとかですね、まずは隣近所であったりですね。

やっぱりそういう活動をする中で子どもたちも育っていくのかなという気

がしますよね。 

そこで人と人との関係性を学んだりするのが、今はそこが抜けてしまっ

てるんじゃないですかね。親は親で会社に行って、プライベートでは好き

なことをしてという時間だけで社会との繋がりというのが殆どない。子ど

もたちは学校に行って塾に行って、遅く帰って来てというような状況の中

で、やはりそういった人間社会の中に生きていくというのを親自体も社会

自体も見せてないのかなというところがありまして、一番目のテーマにも

繋がるわけですが、社会の中で地域の中で営みがあるというのを親自身が

しっかりと見せていかないといけないと思います。 

 

今非常に貴重な意見だったと思うんですけど、こういう家庭内の教育と

いうものを、教育委員会や行政がどう関わっていくのかというのをですね、

ちょっと考えていく必要があるんじゃないかなと思うんですけど、非常に

難しいんですが、この時代の流れの中で、今言われた生活スタイルという

ものは改善されるどころか、もっともっと進んでいくと思うんですね。 

その対策を行政に振っても困ると思うんですが、何か必要になると思い
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市長 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

社会教育課長 

○○委員 

ます。いかがでしょうか。 

 

 ひとつよろしいですか。まあ、これは全てを解決できるわけじゃないで

すが、地域の文化度を高めるというのは非常に大事なことだと思うんです

よ。芸術に触れるとか、文化に触れるとか、そういったことを含めてです

ね。例えば本に触れるのもそうなんですけど。 

それで、地域の文化度を高めるというのは個人ではできないんですよ。

行政しかできないんですよ。非常に残念ながら、長崎県の文化予算という

のは全国でワーストなんですよ。多分西海市も調べてみるとわかると思う

んですけど、かなり低いと思うんですよ。ただ、西海市には文化ホールが

ありますし、各町図書館もありますが、どのくらいの利用率ですか、年間

の来館者数は。 

 

申し訳ありませんが、本日資料を持ちあわせておりません。 

 

ないならいいですよ。皆さんそれぞれの図書館を思い浮かべたら大体わ

かられますよね。 

例えば、ここにミュージアム構想がありますけど、一つの西海市のシン

ボルを造る中で、そういった文化に触れるという習慣をつくるのは、これ

はもう行政しかないわけですね。それこそ、私は武雄市立図書館を調べま

したけど、あそこは年間来館者数は６８万人ですよ。人口は４万８千人し

かいませんから。行くと子ども達からお年寄りまで、もの凄いたくさんの

人が滞在時間も含めて利用されてらっしゃいます。 

そういったものは個人ではできないし、地域でもできない。となると一

つのアプローチとしてあるのは、やはり行政がそういったものにお金をか

けるということは、一つの地域のカラーを創っていくというか、ライフス

タイルをつくっていくのに大いに影響してくるのかなと思います。 

 

今○○委員から一つの発案がありました。 

自治公民館にも本を置いていったらどうだろうかとも考えます。その本

もですよ、新しいものばっかりじゃなくていいわけですよね。古本という

のもたくさんありますので、３、４年前のベストセラーでも古本屋にいけ

ば安く売ってるわけですから。先程の議題に戻りますけど、公民館の中に

も文庫を設けてもいいんじゃないんでしょうか。 

 

小さなことですが、月１回家庭の日ですか。 

第３日曜日ですね。 

ノー部活デーという形で提唱してますけど、殆ど浸透してないと思いま
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す。そこらへん浸透しない理由に、やっぱり、よそが部活を休まなかった

ら、自分とこだけ休んだら１日遅れてしまうという強迫観念もある。そこ

らへんは、足並み揃えるなら揃えましょうと、ただその家庭の日だけノー

部活デーですよと言っても、どう過ごしていいかっていうのがあって、ま

あ考えられる家庭は心配ないんでしょうけど、部活がないから今日はゲー

ムができるなっていうことで終わるならもったいないので、なんかそれこ

そＰＴＡ活動の中で、ウチの学校では今度の家庭の日で、こういうことを

家族でして、またそれを報告し合いましょうとかですね。その他には親子

で参加する何かそういうものを企画するとかですね。 

足並みを揃えるという点では行政の力が必要かなと思います。 

 

幼児教育の立場からよろしいでしょうか。今年になってから県の第３日

曜日のノー部活デーの強化というのが、本当にやめましょうってことで言

われています。 

それと○○委員さんが言ったように、部活を休みにしました。そこで充

実した生活を送れるかというと、これは疑問であります。もっと親子関係

を深めると、もっといい生活が送れると思います。 

ただ、それは生まれた時からに原因があると私は思っています。最近は

育児休暇が長いこと取れるようになって、一緒に子どもと家庭で過ごす人

も多くなりましたけれども、でも反対に産後休暇が終わると早めに保育園

に預けて、親子関係が築かれぬままに集団社会に入り、本当に身近な人を

敬うとか、身近な人の心を知るとか、身近な人に愛情を注ぐというのが希

薄になっている気がします。 

親も親になれないままに子どもを外に出す。子は親の愛情を味わう間も

なく外に出ていく。そこで根本になるところの子どもの心の育ち、親にな

っての心の育ちがうまい具合に出来てないで、そこに何らかの歪みが出て

きてると思うんですね。 

それをどう解消するかと言ったら、子どもを産んだらじっくりと向き合

って、子育てする期間の保障をしてあげるっていうのは大事なことと思い

ます。それにはお金がいるので、保育園や幼稚園や学校等、教育の無償化

って言っていただけますが、児童手当は出るかもしれないけど、家庭で子

育てしているお母さんに対してのそういう保障っていうのも大事になると

思います。 

 

生涯学習というのは大きなテーマだと思うんですけど、今後、社会自体

が長寿化していきます。このまま通常のスピードでも平均年齢が９０歳に

なりますし、２００７年以降の生まれの子ども達は、１０７歳まで生きる 

というふうに言われています。 
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今現在ですね、１００歳以上の人は人口の１％しかいないですけれども、

その年代の人は５０％の人が１００歳まで生きると言われています。それ

を考えますと、生涯学習とは何かと言うところに行くと思うんですね。そ

れは西海市でも掲げてますけど、生涯生き生きと「活躍できるまちづくり」

というのが非常に大きな町づくりのテーマになっていくのかなというふう

に思います。いろんなライフスタイルですとか、家庭環境ですとか、ある

いは趣味や嗜好ですとか、そういったことにそれぞれ思い馳せられる町づ

くりというのが大事だと思いますし、いろんな場面で市民が地域づくりと

かコミュニティづくりに関われるような、そういった地域活動といいます

か、そういったことをどんどん仕掛けていく、その仕掛ける場所の一つが

公民館でもあるでしょうし、例えば、集わせるとかいうことでは学校も生

かせると思いますんで、教育という中での社会資源の生かし方、これは非

常に重要ですね。先程から出ている、図書館、自治公民館または学校であ

ったり、社会資源を生かしていかに人を巻き込んでいくか。そこにコーデ

ィネーターをいかに配置していって周りをどんどん巻き込んでいくかと。

そういう活動をいろんなところから発信できる、そのためには１番重要な

のは教育なんですよ。 

そういうことが仕掛けられるようなコーディネーターの育成というのが

大事だと思います。 

 

法律的にも行政的にも素人なので、そこの壁はわかりませんが、随分前

にどちらの市長さんかは忘れましたが、市長さんとこういう会議をした時

に提案をさせていただいたことがありました。３歳まで子育てに専念する

お母さんには例えば月１０万円補助します。というのは、細かい試算して

ませんが、今１歳未満の未満児という子どもには行政から月に園に対して

１６万３千円か８千円西海市でも出てたと思います。それを３歳まで引き

伸ばして、どの額が妥当なのかわかりませんが、例えば働かずに子育てに

専念するんだったら、月１０万補助しますよと、お母さんが子育てするの

も大切な仕事だと西海市は認めますよと、例えばですけどね。そうすると

早くに預けるというのは減っていくんじゃないかなと思います。 

３歳までお母さんと一緒に生活するというのは先を見越した中で本当に

大切だと思うんですよね。 

例えば、それが行政のトップという形で国からの補助も今までどおりお

りてくるようなことがあれば、手出しは殆どなくて、しかも子育てがしや

すい町となれば、よそからでも西海市に住めば子育てができるっていうこ

とがあるんじゃないかなと思うんですね。 

以前その提案をした時に、こういう壁があるから無理ですという返答を

受ければ私も納得できたのですが、結局その時は「ああそうですか」とい
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った対応だったので、残念だなと思いました。 

今認定こども園とか、子育て支援センターという、お母さんの悩みを聞

き、また育てていくシステムが出来上がっているので、月に１回はそこに

行くのが最低条件とか、そうすることで親育てもできるので、お金をかけ

ずに子ども達も伸び伸びと育って、お母さんもお母さん業というのができ

る町づくりができないかなと考えます。 

 

よろしいですか。男女共同参画推進アドバイザーをしているものとして、

私を子ども達を幼稚園からではなく、１歳児からでも保育園に預けて両親

働くという立場を全然否定するものではなくて、私自身は子育てのために

仕事をしませんでしたが、今は育休も長く取れるようになり、２歳ぐらい

まで取れるようになりまして、お母さんばかりでなく、お父さんも取れる

ようになりました。 

お父さんにも取って、ぜひ子育てに参加していただきたいなと思うんで

すが、さっきから親育てのことを言ってますが、昔もそうで、子どもはみ

んな親に似てるんですね。私たちが子育てする時も、みんなどの子を見て

も、この人がお父さんだお母さんだというのがはっきりわかるぐらいに、

親が育ったように、子どもも育つんですね。 

西海市のＰＴＡの方というのは、私は役員しか面識がないので、ああ頑

張ってらっしゃるなあといつも思うんですが、学んでほしいという方は絶

対に足を運んでくださらない。 

今は、片親世帯も多いですから、何かをする時に、特に行政主導型だと、

そういう時には必ず土日になります。研修会をする時も何もかもですね。 

ただし、それは大企業とか公務員の考え方であって、保護者の方でもサ

ービス業に従事している方は他の地区よりたくさんいらっしゃると思うん

ですね。なので、例えば研修会を夜にしたりとか、１日長いスパンでとる

のでなく、ＰＴＡの研修会にしても夜の１～２時間で、子ども達と一緒に

遊びながらやるというやり方も考える必要があるんじゃないかと思いま

す。 

女性も高学歴になりましたから、女性も働きたいわけですよ。３歳まで

育児をやってたら、正社員のイスを失くすんですよ。それを奨励するんじ

ゃなくて、もっと他の支援の仕方もあるんじゃないかと思います。 

 

性差別をする気はさらさらないんですが、子どもは、特に幼い時は、お

母さんと一緒におれるかどうかっていうのは、その違いが思春期に出てく

るんですね。共働きしている家庭に話に行く時は、どんなに忙しくても、

１日３分でいいから、向き合って話をしてください、また抱きしめてくだ

さいと言ってます。お父さんだと、ある程度までは娘を抱きしめられます
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けどね。キャリアのことも私はわからないではないですが、特別な事情を

除いては、できる預けないで育ててほしいと思います。 

 

そろそろまとめに入りましょうか。教育長何かないですか。 

 

ＰＴＡに限って、学校をよく知っている立場から言いますと、本当に受

けてもらいたい親が来ないのは、ＰＴＡ活動に魅力がないというのがまず

一つだと思います。講演会開くにしても、何かちょっと工夫するとかです

ね。食事会つけるとかですね。 

 課長に聞きたいんですけど、西海市にはＰＴＡのＯＢ団体というのはあ

るんですか。 

 

白似田小学校には同窓会組織がありますね。あと亀岳小学校とかですね。 

ただ全部の小学校というわけではなくて、ない方が多いですね。 

 

ＰＴＡはそうなんですけど、順番だからとか、人がいないから引き受け

ましたという場合もあるわけですね。そういったこともあって、これがＯ

Ｂの会を作ると、例えば元ＰＴＡ会長が３人集まれば、これはもう面倒見

のいい人達ばかりだから、かなり強力になったり、求心力が出てくるわけ

ですよ。 

私が以前いた長与の中学校にはそれがあったんですけど。ＯＢの会なん

だけれども、除草作業したり、文化祭の駐車場係したり、先生達の歓迎会

をしたりですね、いろいろやってくれるんですけど、それがまた、現役Ｐ

ＴＡの活性化にもなってました。 

そこには長与町から補助金が出てて、まあ除草とかしますからね。そう

いうとこからＰＴＡの活性化も出来るんじゃないかと思いました。 

あともう一つは、学校行事も地区行事もそうですけど、親子という冠を、

除草でもだいたい親がやってますよね。それを親子で一緒に除草しましょ

うとか、親子で一緒にゴミ拾いしましょうとか。ミニバレー大会でも、親

子ミニバレー大会にすると、お父さんやお母さんの人間味とか出て、今ま

での経験からいい影響が出ていました。 

私も教育長になって、ＰＴＡの話題は今日初めてですが、今後これをど

う学校に広めていこうかと考えています。 

 

だいたい時間になってきましたけれども、今日は公民館活動の活性化と

いうことで、コミュニティの再構築ということだと思います。そのコミュ

ニティの最小単位というのは、親子関係であり家庭環境だと思うんですが、

皆様方の意見をお聞きしながら、結論として何だったのかなと考えたとき
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に、親はやっぱり子どもとですね、過ごす時間をたくさん作らないといけ

ないということですね。この一言じゃないかなと思っております。 

そして、研修会にしても夜に開くとかして、子どもたちと遊びをしなが

らやる。先程教育長から話しに出ましたけど、除草作業にしても親子でと

いうような、こういう一つの形というものを形成していくというのが家庭

の教育力の向上につながると思っております。 

今日は貴重なご意見ありがとうございました。活発な形で行われまして、

私も非常にワクワク過ごさせていただきました。 

これからも子育てしやすい西海市をつくっていきたいと思いますので、

皆様方の御理解御協力をよろしくお願いいたします。 

それでは以上をもちまして、第２回西海市総合教育会議を閉会します。 

 

（閉会） 

 


